








































































































































全フアイル 「雑索」のみ 「JI」 「大宅文庫」
1995年4月 14643 7358 鰍3969 8946
2000年4月 33883 25937 ＊＊ U506 10155




























































































































総件数 16 57 62
3p以上 3 6 6
1－3P 12 44 40
lp未満 0 7 16






















総件数 45 54（重複32） 77
3p以上 39 28（重複28） 40
1－3 1 22（重複0） 34
1P未満 0 0 0
特殊な索引 特集全体5 特集全体4（重複4） 　　　特集全体1
磨迄A載について2
連載小説 4 0 2
グラビア 4 0 9
書評 1 4 6
＊＊連載記事の1回目、最終回では、そのことを示すために、一・本の記事に対して普通の記入と
“連載開始”といった注をつけた記入との2本の記入を作っている。
　「雑索」が採録誌を増やした（「週刊新潮』もそのひとつ）といっても、採録される記
事の数は他の索引と大きな差がある。「雑索」は原則として3ページ未満のものは採ら
ない。「中央公論』で1件載っているのは特集の見出しの下に小さい記事が6件あるうち
ひとつだけ出てきたものなのでミスかもしれない。あるいは3ページにわたっているせ
いで実質1ページ強の記事を採ったのかもしれない。『週刊新潮』で3ページ未満の記事
を12件も採っているのはむしろ例外にあたり、一般には特集で3ページに満たない記事
が集まっている場合にはまとめて特集としての記入を作って個々の記事は採らない。い
わば合集のタイトルの記入だけ作って細目を載せないようなものである。これに対し
「大宅文庫」では個々の記事ごとに記入を作り、特集タイトルはシリーズ名のように扱
っている。「雑索」はグラビアは週刊誌では採らないが、月刊誌では3ページ以上あれ
ば採るらしい。
　『週刊新潮』で3ページ以上あるのに除かれてしまった連載小説が「中央公論』では
全て採られている。小説としての価値が異なるとは思えないと考えて調べていたら、
2004年には『週刊新潮』の連載小説も採録されている。念のため『週刊文春』でも調べ
てみたところ、2000年には検索できなかった連載小説が2004年には出てきたので、週刊
誌の連載小説も採録することにしたのだろう。内部では様々な微少な変更が行われてい
るらしいことが想像される。
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　それにしても「雑索」がページ数だけで採否を決めるのは適切なのだろうか。『週刊
文春』では恒例のエッセイが9本載っているが3ページを費やしている1件だけが採録
され、残りは全て2ページなので採られていない。また定評のある書評のコーナーも全
く採録されていない。
　「大宅文庫」が最も多く記事を拾っているが、なぜ連載小説を4本のうち2本だけし
か取らなかったのかはわからない。またどうして漏れたのかわからないが採録されない
記事がいくつかあった。
　2004年は「JI」はもう終了した後だが、『週刊新潮』では「雑索」単体での検索結
果とMAGAZINEPLUS全ファイルでの検索結果が同じ（表にはそのデータは載せてい
ない）なのに対し、『中央公論』ではMAGAZINEPLUSの方だと「雑索」単体の倍以
上の件数が検索される。これはつまり日外がまだオリジナルの索引作業を行っている
（増強した）ということを示している。「雑索」本体になんらかの付加価値をつけて提供
することによって「雑索」単体とMAGAZINEPLUSとの差をつけようとしている、ま
たはMAGAZINEPLUSの存在意義をあらしめようとしているのかもしれないが、利用
者にとっては非常にわかりにくい。
　わかりにくさを具体的に説明すると次のようである。MAGAZINEPLUS全ファイル
で検索したら99件検索されたので、当然はじめは「雑索」の45件に日外が54件加えたの
かと思ったが、一覧表示して記事を見ていったところ、まず「雑索」の45件が並び、そ
の後に既に出た記事と新たな記事が混ざって54件並び、「雑索」の45件と重複するもの
を除いたら、実質的には「雑索」とは別の記事が22件だけ加わっていたのだ。ただ、後
半の54件では重複する記事でもタイトルの書き方が違うので、もしかしたら
MAGAZINEPLUSのオリジナルデータかとも思われるが、それにしては大きな記事が、
いかにも「雑索」のリストで既に出たので省いたといわんばかりに抜けているのも奇妙
である。そもそも、検索結果として同じ記事が重複して出てきて実際には67件なのに99
件だと表示されるのはシステムとしておかしい。
4．検索システムと件名について
　本稿では、詳しい検索システムの比較は行わなかったので、およそのことだけを指摘
しておこう。ここで比較したのはWebのシステムだけで、国立国会図書館OPACの
「雑索」、MAGAZINEPLUS、　Web　OYA－bunkoである。システムとして最も洗練されて
いるのは言うまでもなく「雑索」で、それを使いこなす利用者がどれだけいるかは別と
していろいろのことができる。最も融通の利かない、多様な検索のできないのが
MAGAZINEPLUSであるということも断言してよいだろう。　MAGAZINEPLUSは特に
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文字の入れ方の融通性がないことが大きな欠点である。「雑索」では面倒ではあるが、
コマンド検索的にプール検索すなわちand　or　notでキーワードを複雑に組み合わせる
ことができる。and　or　notは「大宅文庫」やMAGAZINEPLUSにも一応用意されてい
るが枠が決まっており、MAGAZINEPLUSの方が入れられる語が少ない。一方検索結
果は、「雑索」では200件、MAGAZINEPLUSでは1000件までしか表示されないので絞
り込む必要があるのに対し、「大宅文庫」では何万件でも表示することができる。
　概して、CD－ROMの方がWeb版よりも機能が充実していることが多く、トランケー
ションや、キーワードー覧などの機能はCD－ROMには用意されている、という場合が
多いので、検索の機能を考えた場合、諸条件にもよるが、あえてCD－ROMを使う　（図
書館では購入する）ということも考慮すべきである。アクセスのし易さだけでは索引は
選べない。
　検索システムの比較についてはここまでにして、索引で最も大切な索引語としての件
名（descriptor）についてふれておく。件名は、「雑索」にも「JI」にも全く用意され
ていない。一方「大宅文庫」の最大の特徴は、詳細な分類表が用意されその項目を検索
するための7万項目もの膨大な件名索引があること、件名の一種であるが一般件名とは
別に詳細な人名索引があること（いかにもマスコミ向けらしい）、さらに記事のおおま
かな種類（インタビュー、グラビアなど6種、これが実に便利）の選択ができることで
ある。大宅壮一という利用者が利用しやすいように作らせた索引だからであろう。利用
者志向の索引には件名があるべきなのである。
　件名が用意されていないのは同じでも、MAGAZINEPLUSは「雑索」よりずっと影
響力が小さいし、もはや過去のものになりつつあるので「雑索」についてだけ言及して
おきたい。
　私は率直に言って「雑索」は欠陥索引に近いものだと考えている。どのように索引ソ
フトを向上させたとしても、もともと入力されていない情報が検索されることはありえ
ない。国立国会図書館が標準的で最も大規模な雑誌記事索引を作るのなら、件名を入れ
るべきだと思うが、それは行われていない。つまりあるテーマに関する記事を探す場合、
そのテーマを示す入力したキーワードが記事のタイトルに含まれていない限り見出すこ
とができない、キーワードのコントロールがされていない、という文献検索システムは
好ましくない。
　冊子体の時代、記事は配列しなければならなかったため、必然的に内容によって分類
体系の項目の下にまとめられていた。これは書架分類のようなもので不十分なものでは
あるが、少なくともひとつの項目（件名）が与えられていたことになる。国立国会図書
館の逐次刊行物部索引課は、冊子体の刊行を止めるということは配列をしなくてすむか
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らといって、分類付与をしないことにしてしまったのである。“その労力を採録誌の拡
充に当てることを決めた”と述べ、“主題を示すフリーワードなどアクセスポイントの
充実を計画している”とも書かれているがω、それから10年経つが変わっていない。結
果として「雑索」において分類項目で検索できるのは1995年分までである。件名付与作
業と採録誌拡大はなにも二者択一のものではないだろう。確かに10000誌もの雑誌の索
引作業は大変な労力だろう。しかし週刊誌は少ないし、紀要や年報などの多くは年1回
しか刊行されない。一般誌を対象としている「大宅文庫」が25分の1ほどのタイトル数
で、1年間に「雑索」の半分強の数の記事を索引化していることと比べてみれば、大変
でないなどとは決して言えないが実際は10000という数のもたらすイメージほどではな
い。財政難の折ではあろうが、国立国会図書館がもっと利用者のことを考えた索引作り
を考えてくれることを願うものである。
5．まとめ
　以上の調査からわかったことを以下にまとめる。
1．「雑索」は以前の「雑索」とは全く違う内容のものになり、かなり多くの一般誌が採
録されている。
2．しかし「雑索」は採録誌数は多いが採録記事の数が少なく、3ページ未満の記事は
原則として採らないので、実際上は検索できないものが多い。グラビアはページ数があ
っても採らない場合もある。従って、目的にもよるが、多くの場合、「大宅文庫」と重
複するものについては「大宅文庫」で補う必要があるだろう。そして学術雑誌が比較的
シンプルな構成なのに対し、一般誌の構成、内容は複雑きわまりないのでその部分でこ
そ「大宅文庫」が役に立つ。
3．MAGAzlNEPLUSに含まれていた「JI」「JOINT」やそのほかいくつかのファイ
ルは既に編纂を終了しているので、MAGAZINEPLUSに含まれているのは「KSK」と
「雑索」に日外のオリジナルデータが幾分加わったもののみになっている。「雑索」は今
日国立国会図書館のOPACで誰でもアクセスできるから、オリジナルのデータの数が
少なく内容がはっきりしない今、一般誌記事索引としてのMAGAZINEPLUSの存在価
値はかなり低いものとなっている。もちろん網羅性を求めるなら、多くの記事索引を使
うのが望ましいが、そのために必要な経費に見合うものかどうか図書館は検討してみる
必要もあるだろう。もちろん過去のデータを利用するためという目的なら有用だが、そ
れはCD－ROMで入手しておくという方法もある。
4，検索システムの根幹はどのような索引語が用意されているか、ということである。
その意味では「雑索」や「JI」は件名なしの欠陥索引である。
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5．雑誌の創刊休刊廃刊、タイトルの変更、刊行頻度の変更などは日常茶飯事であり、
記事索引の編纂方針もまためまぐるしく変わるもの、記事の選択は原則があっても実際
には恣意的なものである。したがって索引の内容の説明をきちんと見ることはもちろん
大切だが、それでも見えない部分は多い（データベースはブラックボックスなだけにな
おさら）ので、索引を当てにしすぎないことが利用する側で留意すべきことと考えられ
る。
　索引が作られていても、全ての記事が索引に載るわけではない。多くの雑誌記事はそ
の時その時誰かに読まれて忘れ去られ、検索しようもないために殆ど存在しないも同じ
状態になって消えて行く。書かれたものとて消耗品なのだとつくづく思われる。何もか
も同じように探すことができ入手することができる時代は当分来ないだろう。
　常々実感してきたことで、また既に水上が指摘していることでもあるが、住居、育児、
園芸、釣り、写真、模型、無線、音楽、囲碁、スポーツ、車などいわば実用的、趣味的
な分野の雑誌については今も昔も全くといってよいほど索引は作られていない。私はこ
のことは図書館や情報関係機関の、趣味的な世界に対する伝統的な軽視、差別といった
ものに起因しているような気がしてならないが、どうだろうか。一般誌によくある刃傷
沙汰の裏話やゴシップ記事は見つけられても、花の育て方やスピーカーの作り方の記事
は探せなくてよい、とは私には思えない。私がずっと望んできたのは、「雑索」がもっ
と利用者志向の索引を作ってくれること、代表的な雑誌だけでもいいから趣味的な分野
の雑誌もなんらかの索引に採録されることである。
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